
「同僚性」 

＜教育センター ２月掲示＞ 

 
 

 

 

 

 

あっという間に２月も中旬となりました。今年は、日によって寒暖の差が大きく、この頃、イン

フルエンザによる学級閉鎖や学年閉鎖の情報が伝わってきます。日々の健康管理には充分気をつけ

なくてはいけないと感じております。 

現在各学校において、今年度の課題を踏まえ、来年度の計画を立てておられることだと思います。

その中で、教職員研修についても検討されていることと思います。本センターにおきましても、来

年度の教職員研修（特に若手教職員育成）について検討しています。 

学校における若手教職員の研修については、やはり OJT が必要であり、その根底となる教職員同

士の人と人とのつながりが大切であると思います。以前から大事にされてきた職場の先輩後輩の関

係も、今後ますます重要となってくるのではないでしょうか。 

社会人になってそれなりの経験を積んだ人が、「今の自分があるのはあの人のおかげだな」、「あの

人に出会えたことで成長できた」などとかつてを振り返ることがあると思います。相談に乗っても

らったり、悩みを愚痴らせてもらったり、時には方向性を示してもらったり、あるいは叱咤激励し

てもらったことがあったかもしれません。また、若い自分を、さりげなく見守ってくれたり、背中

を押してくれたりした人のことも…。 

学校において、先輩から学び、同僚と学び合うことはとても

大切です。その中で、お互いを理解し合い支え合う「同僚性」

が育まれるのだと思います。この関係によって、教職員一人ひ

とりが、自分自身の実践のスタイルをより確かにしていくこと

につながっていくはずです。 

今後さらに指導力を向上させるためには、「同僚性」により一

層注目し、こういった関係を自然発生に任せず、意図的に、組

織的に発生させるべく、行政としても学校としてもサポートし

ていくことが必要だと考えます。そのためにも、先輩になれば

なるほど、コミュニケーション力（聞く力・伝える力）にみが

きをかけていただきたいものです。 

それぞれの学校で、「同僚性」を大切にした研修を進める中で、

子どもたちと教師が互いに聴き合う、落ち着いた「学習の場」

が生まれ、応答的でつながりのある学びが展開されていくこと

を期待しています。 
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文部科学省  

２月１日（月）に文部科学省において、各県から約１５０名の参加のもと、標記の報告会が開

催されました。鳥取県は、鳥取市の「ひらがな音読支援（鳥取大学方式）」と倉吉市の「多層指

導モデル MIM を取り入れたひらがな読み支援」について発表しました。 

文部科学省からは、本市の取組システムについて、次のような評価をいただきました。 

◎客観データと主観データを融合させた取組である 

アセスメントツールとして鳥取大学方式や MIM を取り入れ、PDCA サイクルを生かした

取組となっている。 

◎保護者への理解啓発も積極的に行っている 

  学校だけでなく保護者も意識して取り組むよう進めている。 

◎全小学校で取り組んでいることがすばらしい！ 

  県・市がリーダーシップをとり、管理職がそれに応えている。学年が進んでからつま

ずきに対応するのは難しいが、予防として取り組むことに意義がある。各県でも生かし

てほしい。 

△第３段階の支援が必要な児童への支援 

  １年間の取組で十分な成果が見られなかった児童への次の支援（２年時、３年時以降）

をどのようにするか、各校で検討が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮ノ下小の日々の

細やかな実践が参

考になりました！ 

２月５日（金）、教育センターと鳥取大学が共同で、市内全小学校

の先生方に、今年度の「ひらがな音読支援」の成果について報告しま

した。国立成育医療研究センター小枝達也先生をお招きし、来年度の

実施に向けても話し合い、校内体制で取り組むことの重要性を確認し

合いました。音読支援（１年生）、語彙指導（２年生）、MIM を取り入

れた支援（１年生）の３つについて、鳥取大学赤尾依子先生が分析さ

れたデータから、先生方の取組の様子が伝わってきました。各学校、

担任の先生方に心より感謝いたします。今後、さらに取組を充実させ

るために、各校で内容を伝達していただきますようお願いします。 

今年度は、希望校７校で「多層指導

モデル MIM を取り入れた支援」を実施

しました。音読確認の結果（１～３回）

について、７校は他校に比べ、音読支

援者の割合が２～３パーセント少な

いというデータが得られました。特殊

音節の読みの強化が有効であると分

かりました。 
実践発表「多層指導モデル MIM を取り入れた支援」 

宮ノ下小学校 大谷 佳津江 先生 



 

 

 

 

今年度、外国語指導助手（ＡＬＴ）等が学校に出かけて行うキャラバンを、11 小学校（その

他 4 中学校にも午後訪問）で実施し、約 3,000 名の子どもたちが英語でコミュニケーションす

る喜びを体験しました。 

 土曜日に実施する English World は、2月 27 日が今年度最終回です。新たに小学校 4年生を

対象としますので、参加の呼びかけについてよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

昨年 12月 21 日に 3つの中央教育審議会答申（※）が取りまとめられ、その実現に向けて、1月

25 日に「次世代の学校・地域」創生プランが策定されました。 

 教員の資質能力の向上については、「教員は学校で育つ」ものであることを踏まえ、チームやメ

ンター方式を取り入れ、ＯＪＴを通じて日常的に学び合う校内研修の充実が示されています。各学

校で、今年度の取組について振り返り、来年度へ向けた方策を検討する中で、「教職員が互いに学

び合い、高め合う」という視点が意識されることを期待しています。 

★全教職員が同じベクトルで 

 →取組を「しぼりこむ」、みんなで確認し合いながら「やりきる」 

★チームで取り組む 

 →動きやすい組織で、主任まかせにせず、中堅と若手教員が適材適所の役割分担 

★互いの声かけで温かい職場づくり 

 →忙しい中にあっても、たった一言の、報・連・相、助言、励まし・評価・感謝の言葉を大切に 

 

 

 

 

行ってみたい

国についての

英会話に挑戦 

1 月 27日キャラバン（末恒小） 2 月 3日キャラバン（遷喬小） 

チームで伝えた

英単語の絵がう

まく描けました 

（※）中央教育審議会答申 

・「新しい時代の教育や地方創生の実現に向けた学校と地域の連携・協働の在り方と今後の推進方策について」 

・「チームとしての学校の在り方と今後の改善方策について」 

・「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について～学び合い、高め合う教員養成コミュニティの構築に向けて～」 


